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1．CKD―MBDガイドライン作成時のポリシー 濱野　高行（名古屋市立大学大学院医学系研究科腎臓内科）
2．保存期の CKD―MBDの管理 
―CKD―MBDガイドライン 2025をどう実装するか 藤崎毅一郎他（飯塚病院腎臓内科）

3．カルシウム・リン管理―石灰化も含めて 後藤　俊介（神戸大学医学部腎臓内科）
4．透析患者に対するテイラーメイドなリン低下薬の選択 山田　俊輔他（九州大学病院腎疾患治療部）
5．PTH管理―二次性副甲状腺機能亢進症の治療戦略 
 駒場　大峰（東海大学医学部内科学系腎内分泌代謝内科学）
6．骨代謝管理―骨粗鬆症管理も含めて 
 山本　　卓（新潟大学大学院医歯保健学研究科腎研究センター腎・膠原病内科学分野）
7．腹膜透析の CKD―MBD管理 村島　美穂（近畿大学腎臓内科）
8．腎移植後 CKD―MBDの管理 河原崎宏雄（帝京大学医学部附属溝口病院内科）
9．小児の CKD―MBD管理―CKD―MBD診療ガイドライン 2025の実装に向けて 

 今泉　貴広（名古屋大学大学院医学系研究科臨床研究教育学）
コラム：血管石灰化はなぜ今回のガイドラインの章に入らなかったのか？ 
 常喜　信彦（東邦大学医療センター大橋病院腎臓内科）
　　　：高齢者の CKD―MBDのテーラーメード医療 
 濱野　高行（名古屋市立大学大学院医学系研究科腎臓内科）
　　　：CKD―MBD診療で見落とされやすい視点―データの季節性 
 横山啓太郎（慈恵医大晴海トリトンクリニック）

特集／CKD―MBDガイドライン 2025を実装する

 （編集の都合により掲載内容が若干変更となることがあります）

OPINION 信楽園病院附属有明診療所 鈴木　正司

特集●求められる腎不全患者の緩和ケアとその人らしさのケア―あるべき姿を再考する

 1．巻頭 名古屋大学医学部附属病院 高井　奈美
 2． 腎不全患者の緩和ケアにおける「人を看る」実践―病みの軌跡理論の活用 関西医療看護大学 黒江ゆり子
 3．腎不全患者のケアにおける緩和ケアのありかた 公立福生病院 植木　博子
 4． 腎不全患者の緩和ケアの理解を深めるために―非がんの緩和ケアについて 
日本緩和医療学会の立場より 筑波大学医学医療系緩和医療学教室 木澤　義之

 5．腎不全患者の看取りを担う在宅医の立場からみた緩和ケア たけお内科クリニックからだと心の診療所 大武　陽一
 6． CKD保存期を担当する外来看護師の立場から，保存的腎臓療法を選択した 
患者の緩和ケアにおける看護実践について 名古屋大学医学部附属病院 高井　奈美

 7． 病棟看護師の立場から，独居高齢の末期腎不全もしくは透析患者の 
緩和ケアにおける看護実践について 堺市立総合医療センター 田中　順也

 8． 退院支援看護師の立場から，CKMや透析中断を選択した患者の 
退院調整における看護実践について 徳山中央病院 松村　直子

 9． 血液透析室の立場から，足病変を有する透析患者の緩和ケアにおける 
看護実践について 福岡赤十字病院 不動寺美紀

10． 訪問看護師の立場から，腹膜透析患者の看取りにおける緩和ケアにおける 
看護実践について 関西医科大学博士後期課程 小泉亜紀子

11． 在宅血液透析管理する立場から，在宅透析を受けながら終末期を迎えるための 
緩和ケアにおける看護実践 在宅血液透析学会 向井　有子

12． 腎移植を担当する立場から，腎移植患者の終末期における緩和ケアにおける 
看護実践について 長崎大学医学部附属病院 中野　国枝

13．往診医につきそう看護師の立場からみた在宅緩和ケアと地域連携の実践 つばさクリニック岡山 加曽利良子
［解説］透析クリニック看護師の立場からみた緩和ケア 重松クリニック 守屋　洋子
［コラム］腎不全患者の緩和ケア 前日本赤十字九州国際看護大学 中村　光江
［特別寄稿］腎不全医療に携わる医療者へのメッセージ ノンフィクション作家 堀川　惠子
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